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　このプロジェクト研究は環境条件に適合した

快適な衣生活を送るための基礎資料を得るため，

衣生活を形成する重要な分野である材料学，構

成学，着装，被服管理学のそれぞれの立場から

研究するものである。対象は健康な成人から老

人までを考え，次の4項目について研究を行っ

ている。

　金綱は材料学の立場から，「被服材料と熱，

水分との関わりに関係した諸現象の種々の環境

条件下での研究」を行い，中里は構成学の立場

から「老人が快適な衣生活を送るための購成の

研究」を行い，高月は着装の立場から「衣服の

まっわりっきに関係した静電気の発生を，帯電

防止加工，洗濯のリサイクルを考えた種々の環

境条件下での研究」を行い，片山は被服管理学

の立場から「大物衣料の洗濯後の乾燥方式にっ

いての探索的研究」を行っている。次に平成5

年度の進捗状況を報告する。

　金綱久明：被服材料の水分との関わりにっい

ての研究として，PET・綿混紡織物の吸水放湿

性を，約O．lm・2の水滴をその中心に滴下した

10㎝×10㎝のポリエチレン板上に同じ大きさの

試験片を覆い被せ，水滴を布が吸水し，外気に

放湿する実験を外気の温湿度を考えて実験した。

その結果，温度が変わってもPET／綿（65／35）

の混紡割合の時，吸水放湿速度は最も速くなる

こと，また，実験温度に関係なく，その温度に

おける飽和水蒸気濃度と外気の絶対湿度との差

△Cが大きいほど，吸水放湿速度が速くなり，

△Cが小さくなるほど吸水放湿速度が遅くなる

ことが明らかになった。さらに，研究を続けて

いる。　　　　　　　　　　（以上　金綱記）

中里喜子：老人衣料の研究

　前年度，老人の実態調査をした結果，寝かせ

きりにさせないようにすることが，介護の第一

目的であることを気付かせられた。老人を起こ

して，なるべく動かして，快適に老後を過ごす

ために，衣生活はどのようにしたらよいか。大

切な研究課題であることを確信した。

　機能性を一番必要とする下衣の着装形態に

“的”をしぼって，トイレやおむっ交換にはス

カート形式が合理的であるが，保温効果はどう

かなど，スカート形態とズボン形態について検

討した。

　環境温度を28℃と20℃に変化させ，環境相対

湿度は60％と一定にして比較した。

　測定部位は，胸部・上腕部・大腿部・下腿部・

足背部・足先部の皮膚温と足先部の血流にっい

てである。又舌下温によって身体の深部温の影

響を観察し，血圧・脈搏の動きも記録した。

　被験者は，老人グループを62才～64才として，

若者グルー一プ21才～23才の中から1人ずっ組を

作って，人工気候室内で生体実験を行った。被

験者は8人である。老人と若者との身体的反応

をも比較している。

　客観的データーが，主観評価による申告と如

何に相関するかについても検討を行っている。

　　　　　　　　　　　　　（以上　中里記）
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高月智志子：ポリエステルおよびプロミックス

和服地の帯電性に及ぼす洗濯における柔軟剤の

効果

　和服地は従来絹をもって最上とされているが

その難点は手入れがしにくく，特に家庭での洗

濯はできないものとされているが，合繊和服地

の開発により洗える着物として注目されている。

ここ10年間の和服地の売上状況を見てみると，

正絹ものが半減しているのに対し，カジュアル

なきものとして合繊和服地が安定した伸びをみ

せている。さらに帯電防止加工技術の向上も相

まって，歩行時の帯電状態にっいて，絹より帯

電しにくいという結果を以前報告しているが，

洗濯を行った場合はどのような変化があるのか

を家庭用洗濯機を用いて柔軟剤を使用した場合

とそうでない場合との比較を可動脚部を持っ歩

行モデル装置により，帯電状態の制電効果にっ

いて検討した。

　試料衣としてポリエステルとプロミックスの

合繊和服地をそれぞれ組織の違う縮緬・絞輪子・

紹の白生地3種の計6種類を用いて，和服の下

半身部分の実物大を製作した。これを歩行モデ

ル装置に装着し，脚部楕円板の周囲に実験衣を

巻きっけ固定させた。歩行はメトロノームに合

わせて操作棒を前後に可動させることにより，

一定の歩幅と速度の歩行状態を再現した。帯電

電位の測定には，春日電気製集電式電位測定器

KS－252型を使用した。測定部位は，歩行時に最

も着衣の摩擦が大きいと考えられる左右の脇で

裾上15c皿の2ケ所である。測定部位より10cm

の距離に測定器の中心プローブを固定し，5分

間連続歩行させ，記録計にて記録した。測定後

は静電気除去装置にて除電を行い，次の歩行を

行い，これを3回繰り返した。今回使用した歩

行モデル装置は前回のものにさらに改良を加え，

最高部を人間の腰紐の位置に設定し，実物大の

下半身部を再現した。環境条件は温度20℃，湿

度30％RHであり，本学の人工気候室を使用し

た。その後家庭用全自動洗濯機にて，ポリエス

テルは弱アルカリ性洗剤，プロミックスは中性

洗剤を使用し，洗濯を行った。洗濯条件は水温

30℃，洛比1：30である。手順は洗い（6分）

→脱水（1分）→ためすすぎ（3分）→脱水

（30秒）→ためすすぎ（3分）→脱水（20秒）

とし，柔軟剤を使用するものと，使用しないも

のに分けて洗濯を行い，柔軟剤を使用する方は

2回目のすすぎの際に柔軟剤を投入した。脱水

後室内にて自然乾燥し，その後洗濯前に行った

歩行モデル装置にて洗濯後の帯電状態を計測し

これを5回繰り返した。

　柔軟剤を投入した方が明らかに制電効果がみ

られた。洗濯前に比べて1／2から1／4に減少し

ている。柔軟剤を投入していないものは1回か

ら5回へと洗濯回数を重ねても大きな差はみら

れないが，柔軟剤を投入した方は回数を重ねた

方が電位が高くなる傾向がみられた。しかし洗

濯回数が5回だけであることから，今後さらに

回数を増やし，又和服の主流である絹との比較

検討する必要性を感じさらに実験を進める予定

である。　　　　　　　　　（以上　高月記）

　片山倫子：家庭用に市販されている各種衣類

用乾燥機の有効利用を目的として，大物衣料等

を含む衣類の乾燥機構を明らかにするために実

験を続けてきたが，今年度は，家庭用ガス衣類

乾燥機の市販機にっいて検討を行った。

　実験に用いた洗濯物のモデルとしては，シー

ツ，バスタオル，タオルケット，ネル寝巻ガー

ゼ寝巻，木綿白布を用いた，各試料布の諸元を

表1に示した。

　ガス乾燥機としては東京ガス製の市販品を用

いた。その構造を図1に示した。また家庭で本

機を使用する場合には表2のような各種運転コー

スが設定されているが，対象とする衣類として

は主に肌着類の乾燥が目的となっている。電気

乾燥機が除湿型が主流なのに対してガスは排気

型となっているため，乾燥時間が短い。

　乾燥したと検知するシステムは，電気式乾燥

機ではドラム内の温度からマイクロコンピュー

ターによって判定する方式なのに対して，本実
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験に使用したガス式乾燥機ではドラムからの排

気温度の他にドラム内の電極センサーにより布

の脱水率や布量を調べこれらのデーターからマ

イクロコンピューターによって乾燥状態を判定

している。

　乾燥に関する諸データーの測定は，電気式衣

類乾燥機に関するJISの実験方法に準じ，次

の方式で行った。

　まず試料の絶乾質量を測定後，常温の水道水

に15分間浸せきし，脱水機で含水率が75±2％

になるように脱水する。含水率は下式から求め

た。

　湿布の含水率（％）＝100×（Wo－Ws）／Ws

　ここでWo：湿布質量，

　　　　Ws：布の絶乾質量

　乾燥機にっいては，ガスの使用量はガスメー

ターにより測定し，電気を使用する部分にっい

ては電力量チェッカーを接続した。また，乾燥

中の排気温度にっいては排気口に熱電対をっけ

電子式温度記録計で測定した。

　湿布を乾燥機のドラム内に入れ運転コースを

セットし，乾燥を行う。一定条件で乾燥した湿

布を手早くビニール袋に入れ，乾燥後の質量を

はかると同時に，乾燥時間，乾燥に要した総消

費電力量（kwh），ガス消費量（㎡）等を記録

し，次の値を算出した。

・乾燥後の含水率（％）＝100×（Wx－Ws）／Ws

　ここでWx：乾燥後の質量

。乾燥度（％）100×Ws／Wx

。布1㎏当りの乾燥時間（min／㎏）＝全乾燥時間／Ws

。布1k9当りの消費電力量（kwh／㎏）；総消費電力量／Ws

表2　運転コースの説明

運転コース名 説　　　　　明

ファジィ

Z”一
騨 日常よく洗濯するタオルや下着などのとき。

吻 厚手の衣類や大きな乾きにくい衣類のとき。

布靴（4Q分） 布靴なと乾燥棚（別売）を使って乾かす物の
ﾆき。

タイマー

衣類は入れないで下さい。

嶽め（lO分） 冬場に下着などを暖めるとき。

表1　試料布の諸元

試験布 繊維 寸法（皿） 厚さ（の 重量（の

シーツ 綿100駕 1．295x2．299 0，352 0，382

バス舛ル 綿10眺 0．615×1．223 0，342

舛ルケ7卜 綿100瓢 1．353×1．935 0，866

ネル寝看

@縁

綿100％ 身丈　　1．332

A　　　0．210

增@　　0．595

ｨ唇　　0．544

O．040×1．245

0，867

P，681

0，602

』一ゼ盤

@　縁

綿100鑑 身丈　　1．255

ﾌ　　　0．305

增@　　O．605

脂秩@　0。610

O．038×1．260

0，600

O，910

0，423

白右 綿100男 0。900×0．900 0，386 0，113

メインノズル

図1　ガス式衣類乾燥機の構造

電磁弁2

排饗雪。
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据準コース

　　　シーツ

表3　シーッの乾燥

絶乾質量　　　 O・408ke

時間 重量ω 含鉾α） 麓鯉α） 区晒 ㎡

スクート時 O，718 76．0 58．6 O，000 O．OOOO

5’00 O，543 33．1 75．1 O，019 O．0305

墓0°00 0，414 1．47 98．6 o，040 O．0528

15暫OO 0，412 O．98 99．0 O，05？ O．0633

20°00 0．4n 0．74 99．3 0，076 0．0719

25°OO 0，411 O．74 99．3 0，096 O．0874

30°oo O，408 O．00 100．0 0，110 0．0966

タイマー一布靴40分コース

　　シーツ絶乾質量　O．　421kg

關 重量ω 鱒（％） 乾織oo ㎜ ㎡

か一卜時 α738 五3 5乙0 α000 0．0000

5”00 α568 34．9 74．1 α020 α0勿2

10脚∞ α431 2．38 田．7 α039 α05〔）5

15鱒00 α428 1．66 9＆4 α057 α0615

20曽00 q428 1．66 98．4 0，075 α0752

25’00 q428 1．66 9＆4 α095 0．0856

30’00 α428 1．66 98．4 α115 α0958

35即00 q428 1．66 98．4 q133 0．1045

40齢00 a428 1．66 98．4 α149 q1184

表4　バスタオルの乾燥

標準コース

　　　バスタオル 絶乾質量　　　0．361㎏

時間 重垣ω 含鉾α） 監取α） 闘h ㎡

スタート時 0，638 76．7 56．6 0，OOO 0．OOOO

5°OO O，548 51．8 65．9 o，019 0．0252

10’oo O，468 29．6 77．1 O，037 0．0437

ス』プ随

P3°58
0，432 19．7 83．6 O，052 0．0523

タイマー布靴4⊥分コース

　　パスタオル絶乾質量　O．　S61ig

輔
重量（セ） 詠事oo 劔oo 臨 ㎡

か一卜時 α638 76．7 56．6 0，000 0．0000

5層00 α552 52L9 65．4 0，020 0．0247

10’00 α473 31．O 76．3 α039 0．0438

15露00 0，413 14．4 87．4 α055 α0617

20齢∞ α381 554 94．8 α075 α0760

25’00 α368 1．94 98．1 0，093 0．0875

30’∞ α368 L94 9＆1 α112 0」008

’35齢00 α367 1．66 98．4 0，130 0．1124

40°00 α3〔汀 1．66 9＆4 ql44 0．ll90

表5　タオルケットの乾燥

U準コース

　　　タオルケv卜　絶乾賓量　O．852kr

時聞 重量ω 含鉾α） 監醸α） K馳 己

ス，一卜時 ！，498 75．8 56．9 0，OOO 0．OOOO

5°OO 1，311 53．9 65．O 0，019 O．0304

10’00 1，121 31．6 76．0 O，038 0．0537

15°00 O，928 8．92 91．8 0，057 O．0808

スト7プ時

P9．05
O，893 4．81 95．4 O，070 0．0882

タイマー布靴40分コース

　　タオルケット　絶乾質量　O．　860ig

㈱ 重量（の 含樽σΩ 乾骸oo 陥 ㎡

”一ト時 1，518 76．5 56．7 α000 0．OOOO

5膨00 1，334 55．1 64．5 α020 0．0η3

10’00 1，150 33．7 74．8 0，041 0．0532

15脚00 α980 14．0 91．8 α059 0．0754

20°∞ 0．8田 ↓30 95．9 α080 0．0938

25齢00 α871 L98 9＆1 0，098 0．1074

30卿00 α868 0．93 99．1 0，111 α1231

35實00 α868 α93 931 α132 0．1338

40謄00 α868 α93 99L1 α150 α1415
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表6　ネルの寝巻の乾燥

標準コース

　　　ネルの寝巻 絶乾質量　0．602㎏

時閏 重量ω 含鉾α》 監鎚α） K晋h 己

スタート時 1，058 75．4 56．9 0，000 0．OOOO

5°OO 0，904 50．2 66．6 0，019 O．0290

10’00 O，784 30．2 76．8 0，038 0．04τ9

15’00 0，66τ lO．8 90．3 O，056 O．0676

スト7プ畦

P8’57
0，628 4．31 95．9 0，070 0．0780

表7　ガーゼの寝巻の乾燥

纈準コース

　　　ガーゼの寝巻絶乾質量　O．423㎏

時間 重量ω 盒紳α） 乾駿α） K胃h ㎡

ユタート時 O，738 74．5 57．3 0，OOO O．0000

5°00 0，588 39．0 71．9 O，019 O．0287

10’oo 0，468 10．6 90．4 O，037 0．0496

スト77時

P3’58
0，448 5．91 94．4 O，052 O．0569

タイマー布靴40分コース

　　　ネルの寝巻絶乾質量　α602㎏

醐 重量（の 鱒G9 撮oの 陥 ㎡

”一ト時 LO58 75．7 56．9 α∞0 αoooo

5卿∞ α924 53．5 65．2 0，020 α0253

10’00 α758 25．9 79．4 α038 α0492

15’．00 0，688 143 87．5 α057 α0646

20噂00 0．6η 4．15 96．0 α075 0．0869

25°∞ α616 233 97．7 α096 0．0965

30’00 q616 233 ㎝．7 ω14 q1098

35卿00 α613 L83 98．2 0，135 0．1212

40”∞ α613 L83 9＆2 0，151 ql316

タイマー布靴40分コース

　　ガーゼの寝巻絶乾質量　α423㎏

糊 重量（k） 鱒09 傲GO 漁 ㎡

か一卜時 α738 74．5 5乙3 qoOO α∞oo

5鱒00 α598 4L4 70．7 α019 α02r2

10”00 α468 10．6 90」4 qo37 α0477

15騨00 α442 4．49 95．7 α054 α0608

20’∞ α434 260 田．5 0，074 0．0747

25卿00 0，431 1．89 98．1 α093 α0849

30’∞ α431 1．89 98．1 α111 α0卯3

35曽00 α428 L18 98．8 q129 α1148

40騨00 0，428 1．18 9＆8 0，147 qll57

表8　組み合わせ方と乾燥

5樋く組み合わせ〉◎踏置50％　 標準コース

囎 蝿 壇の匿巻 シーツ　1 シーツ　2 磁訪　1 脚2
紹蘭　　（㎏｝ L912 Mゐ α4㎝ Mo5 α330 α3弱

湿樋　　（㎏｝ a36 a7巴 α715 απB α5B α603

湿樹率　　oΩ 750 循9 覧7 τ玉6 τ玉6 748

乾醜贋鼠　G⑫ L939 “4詑 α410 口410 α3【π Q350

翻σD
L41 L65 q74 Lお 212 L45

轍度　　　oΩ 里6 ＄4 9ヨ3 総8 田．9 田6

㈱澗 3r49

1瞳嚇田　（血i祠 1935

縛艦電力量　㈹ α151

1－¢醐
a（B

ガヌ消費魔　　㈹ α18z
1㎏胸ガヌ消費邑（1ガ㎏1 qlO

5種類　くそれぞれ［枚ずっ〉　乾燥容量　50％　　標準コース

項目 』一ゼの寝な シづ［ シー72 Aスタオル1 バス舛ル2

絶乾質量　　　（㎏） 0，425 0，407 α405 0，345 0，330

湿布質量　　　（㎏） 住750 q710 0，707 0，603 0，583

湿布含水率　　（％） 76．5 74．5 74．5 74．8 76．7

乾燥後の質置　（㎏） 0，447 q407 q407 0，390 0，352

乾燥後の含水率（％） 5．18 qoO q49 1ユ0 6．67

乾燥度　　　　（％） 95．玉 100．0 99．5 88．5 93．8

乾燥時間 14’03 30謄53 13’03 14’58 16’58

総消費電力量　（k胃h） qo52 0，114 0，048 0，05了 0，064

ガス消費垣　　（㎡） 0．0574 q1007 0．0592 α0563 軌0639

項目 か勧麗 シづ1 シー72 パスタオル1 砿舛ル2

互感りの闘　（飢n／セ） 32．94 76．17 32．且0 43．48 51．52

工ぱ朔鋤量（k皆h／ヒ） α12 0．28 α且2 0．17 α19

1セ勤の醐i臨（1／k） 0．14 α25 0．15 0．16 砿19

⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒

TOTAし

47．　24

0．且8

0　8
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表9　測定された乾燥度に対する試料別の触感

90×90　anの白布

絶乾質量　0．ll1㎏

77x88㎝q）匙ット

絶乾質量　0．154㎏杷乾買亙　　u。　1　二　　妊8

乾燥度（％） 璽さ（㎏） 触感 乾燥度（％） 重さ（㎏） 触感

90 0，123 湿っている。 90 0，171 湿っている。冷たい。

91 0，122 湿っている。 91 0，169 湿っている。冷たい。

92 0，121 湿っている。アイロン仕上げにはちょうどよい。 92 0，167 湿っている。冷たい。

93 0，119 湿っている。アイ0ン仕上げにはちょうどよい6 93 0，165 湿っている。冷たい。

94 O，118 乾いている爪折り目が湿っている。 94 0，164 湿っている。

95 0，117 乾いている爪折り目が湿っている。 95 0，162 湿っている。

96 0，116 乾いている。しわが少ないくてよい。 96 0，160 少し湿っている。

97 0，114 乾いている。しわ力沙ないくてよいバ 97 0，159 少し湿っている。

98 0，113 乾いている。少しごわごわする。 98 0，157 乾いている。（ファジィセンサーで停出）

99 0，112 乾いている。少しごわごわする。 99 0，155 乾いている。

100 0，111 乾いている。乾きすぎてバリッとしている。 100 0，154 乾いている。

　シーツ，バスタオル，タオルケット，ネルの

寝巻，ガーゼの寝巻にっいてファジーセンサー

による標準コースで乾燥させたところ，試料の

内部がぬれているのに終了したことがしばしば

であった。

　そこで，同一の試料にっいて一定の水分を与

え，標準コースで5分ずつ乾燥時間を長くして

いく方式で乾燥させる場合と，ファジーセンサー

の働かないタイマー布靴40分コースで5分ずっ

乾燥時間を長くしていく方式で乾燥させる場合

について実験を行ったところ表3～7に示した

結果が得られた。標準コースでは完全に乾燥さ

せることが無理な衣料があることが分かった。

　また表8に示したように衣類を1度にたくさ

ん入れた方がよく乾くのか，1枚ずっ乾燥させ

た方がいいのかを調べたところ，まとめて乾燥

させた方が同時に入れたすべての衣料がよく乾

き，1㎏当りの乾燥時間は短くなり，消費電力

量，消費ガス量は少なくなることが分かった。

　また表9に示した乾燥度と湿った感じにっい

て調べたところでは，人間が感じる‘乾燥した”

という感じは，含まれている水の量ばかりでは

なく，布の組織によっても変化することが分かっ

た。

　以上，本年度の成果から次の3っが明らかと

なった。

①試料として用いた5種の衣料についてみる

　　と単独で，少ない枚数を乾燥させるよりは，

　　組み合わせてまとめて乾燥する方が効率が

　　よく安い。

②シーッのように薄地でありながら団塊にな

　　りやすい衣料は乾き方にバラッキが多いが，

　　タオルケットのような厚くて大きいものは

　　バラッキが少ないことからガス乾燥機は大

　　物衣料にも向いている。

③タオルケット，ネルの寝巻シーッの3種

　　を組み合わせて乾燥させる場合には，回転

　　ドラム式電気衣類乾燥機よりもガス衣類乾

　　燥機の方が速く乾き，経費も安い。

　家庭用の衣類乾燥機の需要が伸びている中で，

使いやすい乾燥機，縮んだりピリングができた

りしない安心して使える乾燥機，経費のかから

ない乾燥機を求めて，さらに研究を続けている。

　本研究を進めるにあたり，実験に協力して頂

いた平成5年度卒論生加藤寿美子さんに感謝い

たします。

（平成5年度伽一プ轍斧欝）
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